
抄 録

  腸「チフス」冤疫に題する實駐朗

  研究（1） 皮腐科紀要33巻 1號

              大江 乙彦

 著者は腸「チフスを経過した事無き者及過去

2年間に腸「チフス」豫防接種をうけた；事なき者

に二封し，腸「チフス」菌「ワクチン」を健康なる皮

膚面及び粘膜面（鼻腔、口腔より肺氣胞に至る呼

吸道及び大腸終末部りに用ひ何れめ場合にも血

液中に抗膿の産生を認めた。其程度は呼吸道か

ら喧国歌として用ふる場合に抗腱産生最も旺盛

で大腸管終末部より用ふる場合最も微弱である

又1回に使用する爾量の大なる程接種混血多い

程獲得される凝集債は大となる。（桑原抄）

  溝型再錨熱の四四酌研穿（皿）

  他鍬冤疫海淵に罰する同株生菌撰種

  皮膚科紀要 33巻 1號  小林 樵夫

 奉天系再身熱耐過冤痩家兎血清を健康海狽の

腹腔内に注入し他動冤疫の出現を「アグ弾語ヲ

チオン」に由て検索し抗騰の移行出現を確めた

後、同；株「スピロヘータ」浮游液を接種し之に依

て該抗農に如何なる影響を及ぼすかを観察して

次の結諭を得たO

 l、耐過免疫家兎血清を以て他動冤疫を成立

せしめた海瞑に「アグロメラチオン」効債が最高

に連圏し得べき24時聞後及び48時開後に同株

「スピロへ一． ］」浮游液を接種しても「アグロ

メラチオン」i効慣は増昇しなかった0

 2、 他動冤一儀狽は同蓋明無熱生菌の濫内侵

襲に聴し一：定の感染防禦力を有してみる。 （桑

原抄）

  「スンプ」法による毛饗表面像に就て

 ．皮膚科紀婆 33巷 ユ號  杉下 學人

 著者は「スンプ」法により毛髪の表面形態的観

察を試み次の結果を得た。邸ち人毛、監毛の匠

澗、人艦毛髪の護生部位、性別、年齢等を沐凡

対置し、又毛髪陽端形態によP切臨に使用した・

器具の鏡鈍を鑑別し、省其経過日敬も略知り得

た。術亦或種病的毛髪には著しい特異像を認め

る事が出來たQ（桑原抄）

  ：BrGWIP：Pearee姦癌fi重の酵素二一

  研筑（皿）

   8roW迦Pe翠ce系癌腫家兎のfiki

   臨滋に二二、筋二二の「カ

   テプシン」（暖｝ゼイン」分解）に就

   て

  皮膚孝斗系己要  33巷  1號    森    …蓑i一

 片側睾丸に移植して得たBrOwn－Pearce系

癌腫家兎を其臨床的症歌里に病理解剖學的見地

より癌腫症初期群、中期群、末期群の3群に分

ち睾丸原喪、及肝、腎、淋巴腺」鯨蝋腫瘍の「カテ

プシン」作用の腫瘍組織の老成墾遷（新鮮、過

熟煙死）に俘ふ消長を検索し併せて肝、腎、筋

睾丸の「カテプシン」量を測定して、之が切長と

全生態の癌腫症性器遷趣過との關係を襯察した

（桑原抄）

  2、3哺乳動物の乱丁尿道粘膜上皮

  特に尿道腺に．就で

  目本泌尿器科學會雑誌

  27答 11號 （昭和13年11月）

              鈴木 三郎

 著者は海旗、鼠類（家鼠廿日鼠），家兎、猫、犬

馬、羊、豚、牛、猿の尿道黒山に於ける粘膜上

皮並に尿甦腺に剥して組織學的検索を行ひた

り。（小原抄）

  2、3聴乳動物の雄性尿道粘膜上皮

  特に尿造腺に就て 第2編 八

  同上．27巷 ユ2號 （昭和ユ3年ユ2月）

              鈴木 三郎

 人の男性尿道粘膜上皮に就て、著者は次の如

く述べたη。
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